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研究成果の概要（和文）：中世的民族意識の形成過程の一端を、中世チェコにおける反ドイ

ツ人感情の検討により明らかにした。植民運動により多数のドイツ人が移住した中世のチ

ェコでは、民族意識形成のカギとなる他集団への敵意を主にドイツ人へ向けてきた。チェ

コでもキリスト教世界に共通な反ユダヤ人感情は存在したが、ドイツ人をユダに準えるほ

どに強烈な反ドイツ人感情がそれを目立たせなかった。敵意を向けるべき他集団はただ一

つありさえすれば十分であったからである。 
 
研究成果の概要（英文）：We arrived at the conclusion that the formation of an ethnic identity, 
hostility toward another group plays an important role but hostility toward plural groups is 
unnecessary because one—perhaps only one—group can take on the role of the enemy. In medieval 
Czech society, this role was fulfilled by the Germans than the Jews. 
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１．研究開始当初の背景 ナショナリズムの
創造という考え方が定着した近年、この問題
は中世史研究にも新たな領域を切り開いて
いる。しかし、その多くは仏独のような大
国・大民族に集中している。このことは二つ
の弊害をもたらす。一つは、小国独自の問題
のあり方を無視している点。もう一つは、そ
の結果として小国の研究に自国研究者のみ
が従事している点。そこには研究者の思考を
制約しかねない「自国史」という問題が存在
しており、多様な研究者の参加が向後の課題

として残されている。 
 
２．研究の目的 ドイツに隣接し、歴史的に
も史学史的にも、常にその影響をうけて発展
してきたチェコでは、中世の民族意識の形成
を考察するにあたり、自身を映し出す鏡とし
てドイツ人のみを想定して研究が進められ
てきた。しかし、自意識を高めるための他者
をドイツ人だけに限定する必要はない。ドイ
ツ人の影響の大きさは認めながらも、しかし
それを前提としないで考察することにより、
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チェコの、さらには一般的な中世ナショナリ
ズムの特質を明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 チェコ人意識の醸造に関与
しうる他集団としてユダヤ人に着目した。ド
イツ人はチェコにおける「内なる他者」であ
るが、ヨーロッパの「内なる他者」としてす
ぐに想起されるのはユダヤ人だからである。
一方、近年のナショナリズム研究の動向に照
らし合わせるならば、中世の「チェコ人」と
いう枠組み自体もいったん解体し、その形成
過程を跡付ける必要があるだろう。そこでチ
ェコの東半分に当たるモラヴィア地方の「民
族」意識の問題を分析した。 
 
４．研究成果 現時点で掲載された論文は次
項の『秀明大学紀要』所収のものだけである。
この中では、中世チェコにおけるユダヤ人の
浸透過程を、プラハに次ぐ規模のユダヤ人街
がいくつか成立したモラヴィア地方に目を
向け、代表的な都市におけるユダヤ人街成立
をめぐる共通点を明らかにした。この論文以
外に、ユダヤ人とドイツ人を対比して考察し
た論考を専門雑誌に投稿中である。また、「モ
ラヴィア人」問題に関する考察は、別項を準
備中である。 
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